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する現象が資本主義のいかなる段階であらわれてきたのかという分析がなされ
なけhlまならない。
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労働力価憧の変動の理論的分析 (37) 37 
的には上昇し，労働力価値の」二昇と軌をーにする。かくして産業資本主義期に
は短期的には実質賃金額は労働力の価値の上下を変動しながら，長期的・平均
的にみると両者は一致することになるのである。ところが独占資本主義期には
独占価格の設定により，労働生産性の発展によって生活必需品の価値が低下す
るにもかかわらず価格が低下しないために，生活必需品の価格と賃金の話離が
恒常化し，また労働力の価値自体も生産力の発展，生活様式の変化，労働者の
闘争などによって持続的に上昇し，その結果，実質賃金額は労働力の価値以下
へ低下する。国独資段階ではこの傾向が一層強まる。
